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『ＦＦＧ調査月報１月号』発行について『ＦＦＧ調査月報１月号』発行について

平成23年12月27日

　経済調査誌『ＦＦＧ調査月報１月号』を発行しましたのでお知らせいたします。

今月のメインレポートは、寄稿「北部九州の自動車産業振興と福岡モーターショー

2012 」および地域経済調査「ＢＳＩ調査による景況感の変化」です。

　なお、ＦＦＧ調査月報は福岡銀行、熊本ファミリー銀行、親和銀行の営業店の窓口

に配置しております。

【メインレポート】

　　　　　　　　北部九州の自動車産業振興と福岡モーターショー2012
　　　　　　　　　 福岡県知事　小川 洋　氏　　北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議 会長

　福岡県を中心とする北部九州は、完成車メーカー４社をはじめ多くの自動車関連企業が立

地し、年間154万台の生産能力を持つ世界有数の自動車生産拠点となっています。こうした

当地区の自動車産業の振興の為に、官民をあげて進めている各種取り組みについて説明する

とともに、2012年１月開催予定の「福岡モーターショー2012」の概要をご紹介致します。

寄　稿

　　　　　　　　　ＢＳＩ調査による景況感の変化

　福岡県、熊本県、長崎県の企業を対象に、ＦＦＧが2011年11月に実施した｢企業動向調査

アンケート｣を基に、３県企業の景況感の他、円高の進行による企業業績への影響やドル円

相場の採算・許容レート等について昨年同時期に調査したアンケートとの比較も交えてレポ

ート致します。

地域経済調査

ＦＦＧ３行の頭取が、各行のお取引先を訪問する「トップに聞く」のコーナーです。
今月は、お取引先の３社を訪問し、代表者の皆様からお話を頂きました。

　松本　茂樹　氏　（松本工業株式会社　代表取締役社長）

　当社は、自動車部品製造に加え、金属加工、スーパー等の事業も行われている企業です。

グループ内で生産設備の設計から製作まで手掛けることで、技術の蓄積と設備投資額の抑制

が図られ、コスト競争力に繋がっていることも当社の強みとなっています。現在、来る創業

50周年に向け、今まで以上に「創造と挑戦」を追求したモノづくりに注力されています。

トップに聞く



《 本件に関するご照会先 》

株式会社 ＦＦＧビジネスコンサルティング　

企画調査部　大野・田中

TEL　０９2 － ７２３ － ２５７６

海外リポート

ニューヨーク駐在員事務所開設までの道程とニューヨークの不動産市況

　福岡銀行は、11月１日（火）に、従前の海外駐在員事務所３拠点（大連、上海、香港）に

続き、新たな海外拠点となるニューヨーク駐在員事務所を開設致しました。同行は1999年に

ニューヨーク支店を一旦閉鎖していますので、12年振りの当地での活動再開となります。今

回は、同駐在員事務所開設までの道程とニューヨークの不動産市況について説明致します。

海外進出最前線

大電株式会社　～大電塑料（上海）有限公司～

　中国上海市において、ＰＶＣ（塩化ビニル）等の機能性コンパウンド（プラスチック製品

用中間材料）の事業を手掛けられている福岡県久留米市の電線・ケーブル製造企業の現地法

人にスポットを当て、現地進出されてからの約15年間に注力されたことや、アジア市場にお

ける今後の展開等についてご紹介致します。

海外トピックス

大連駅

　中国では経済発展に伴い自動車の普及が進んでいますが、日本の約25倍の国土面積を持つ

同国では、長距離移動や長距離輸送の手段として最も一般的に利用されているのは鉄道です。

今回は、中国大連市の交通の主要拠点である大連駅について、その概要および歴史等をご紹

介致します。

　古川　道典　氏　（農業法人 株式会社 熊本青果物出荷組合　代表取締役）

　当社は、熊本県城南地区の生産農家の方が栽培されたトマト等の青果物を集荷し、関東等

の消費地に向けて卸売をされる企業です。お取引先との信頼関係を大事にしつつ、今後は、

「青果物取扱（地元農産物）」「青果物商事（県外農産物）」「貨物運送事業」の三事業部

門体制のホールディング・カンパニーを構築して、全国展開を目指していかれる予定です。

　藪内　拓也　氏　（藪内薬品株式会社　代表取締役）

　当社は、佐世保地区を中心に北部九州５県で置き薬販売を行われている企業です。お客様

から信頼を得る事が、置き薬販売業では重要であることから、研修制度の充実や地元密着の

営業に取り組むとともに、高齢化社会を迎え、セルフメディケーションの必要性が高まる中、

良き健康ナビゲーターとしてサービスの質の向上にも注力しておられます。


